
内之浦地区津波避難
　南海トラフ大地震に備えて 迅速な初動と地域の一体感を確認
　南海トラフ巨大地震による大津波を想定し、町では「関係機関の初動」と「住民の避難行動」の 2つの観点から実
践的な訓練を実施しました。
　8月 21日は、警察や消防、社協など 8機関合同の「初動訓練」を実施。機関の対応の遅れが住民の避難の遅れに直
結するという危機感のもと、迅速な誘導手順を確認し、内之浦分署による要配慮者の搬送講習も行われました。南方分
団の石倉副分団長は「私たちが落ち着いて活動することが町民の迅速な避難行動につながる」と語りました。
　続く 10月 4日は、住民約 300人が参加する避難訓練を実施。津波避難タワーでは非常扉の蹴破り実演を行い、今
回は区域外からの買い物客も初参加しました。いざという時に大切な命を守るため、日頃からの備えと地域の絆を再確
認する機会となりました。

▲ 8月 21日の訓練風景
　「要配慮者に対しての搬送講習」

▲ 10月 4日の訓練風景
　「町民が津波避難タワーへ避難している様子」

伝統は続いていく「やぶさめ教室」開催

鹿児島大学教育学部が
　内之浦小学校で体験実習

　9月 17日、四十九所神社の境内で高山流鏑馬保存会が
高山小学校を対象に「やぶさめ教室」を実施しました。
　高山小学校では、４年生になると総合的な学習の時間を
利用して、児童が流鏑馬の歴史や習わしを学ぶ機会が毎年
設けられています。
　当日は、町学芸員の説明に真剣な表情で聞き入る子ども
たちの姿が印象的で、質問コーナーの際には「馬の走るス
ピードはどれくらいですか」「射手はどんな気持ちで馬に
乗っていますか」など、様々な質問がありました。
　この活動を通して流鏑馬への理解を深めることで、次の
世代へ伝統を継承していく大切な機会となっています。

　9月 28 日から 30日の 3日間、鹿児島大学教育学部の
大学生 12名が小規模校の良さを学ぶ体験実習を行いまし
た。
　この実習は、学校での授業参観や学習支援のみならず、
肝付町の自然・文化・暮らしについても学ぶことで、鹿児
島県での教員を目指す大学生に学習現場と地域への理解を
深めてもらう事を目的としています。
　引率した深川 晴久特任教授は、「複式学級の現場を知り、
まちづくりの課題を知るなど、離島などの僻地に強い人材
を育てていきたい」と話されました。
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